




Study about the Method of Existence of the Triangle in the Fine Arts
－ From a Beginning of Triangle Expression to be Seen in the Drawing of the Infant

















































































































































































　 三 角 形（ さ ん か く け い， さ ん か っ け い， 英： 
triangle）の定義については，すでに周知のことで
あるので，ここでは割愛する。なお，三角形の種類
について，本稿の中で表しているので，４つのも
のを確認のため，内容を簡単にまとめて記載する。
（参考資料：世界大百科事典　平凡社　1992）
「三角形という形は，３点から３本の線とその２本
の線の３接点から成り立ち，３接点の角度を合計す
ると180度になる図形である。三角形には一般に，
４種類の形があり，まず，正三角形は３つの線と２
本の線が接点となった角度が均しいもので，角度は
60度である。次に，２等辺３角形，３本の線のう
ち２本が同じ長さのものをいい，２つの角度が同じ
であるもの。これは２つの線と角度が均しいもの
で，形としては多くできる。鋭角三角形と鈍角三角
形に分けることができる。３つめに直角三角形とい
われるもの。これは１つの角度が90度であり，残
りの２つの角度が合計90度になればよいので，角
度しだいでは３角形のいろいろな形に変わる。４つ
めに不等辺三角形である。これは３本の線の長さが
全て違うものをいい，角度も違うが，角度を合計す
ると180度である。」以上である。
５−１　描画の発達における三角造形の始まりについて
　描画の発達について，多くの心理学者や美術教育
者による提唱があり，それらはかならずしも一致し
ていない。しかしながら，どの学者や教育者も一致
していることは，発達の中で，ある年齢と経験によ
り三角形を描くようになることで，描画の発達の研
究で著名なＶ．ローエンフェルド，ローダ・ケロッ
グの内容を参考として，サンプルで集めた幼稚園の
園児の描いた絵をもとに描画の発達における三角形
の始まりについて述べる。
　一般に，２歳頃になると，なぐりがきに命名する
ようになる。この頃は手の運動感覚としての円形な
ぐりがきから○△の図形を偶然的にも発見し，自
分の表現の主役としていく（図29・30）。やがて図
形の組み立て方が分かり，図形を並べる（図31・
32）。三角形が所々に見られる。絵としての役割は
５歳頃になってからである。図33．は運動会の絵
である太陽の光を三角形で表現し，素晴らしいこと
に応援している子どもたちの並びが三角形で表され
ている（図34）。このように三角形という形は自然
に表され，その特性を絵として生かしていくといこ
とが明白で，分類では（１）〜（５）に当てはめる
ことができるが，年齢と個人差によりその表れは違
うものであった。
　ローエンフェルドやケロッグの描画発達を参考
に，幼稚園児のサンプル作品を見てみると，おおむ
ね２歳頃に三角形が現れることが明らかであった。
なお，サンプルは２歳児12枚，３歳児40枚，４歳
児48枚，５歳児62枚，計162枚で，本稿掲載は特
徴の見られる３枚を選んだ。
（幼児の絵：ありた幼稚園より提供，筆者撮影2011）
５−２　算数学習の三角形について
　三角形の図形を表すことは，造形表現をふくめ，
一般に点・線・平面・立体表現の方法が知られてい
る。しかしながら，この三角形の取り扱いについ
て，造形教育の図画工作・美術にはなく，学校教
育では，小学校第２学年の算数に，児童への指導
内容が示されている。文部科学省の学習指導要領
註２　文部科学省　小学校学習指導要領解説　算数編　2009　p.49,50,52
中　野　隆　二
図29．２歳児のなぐりがき 図30．図29の三角形の存在
図31．３歳児のならべがき 図32．図31の三角形の確認
図33．５歳児　運動会 図34．図33の三角図形の確認
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算数編註２では次のように示している。「２．内容　
C　図形　（1）ものの形についての観察や構成など
の活動を通して，図形を構成する要素に着目し，図
形について理解できるようにする。ア　三角形，四
角形について知ること。イ　正方形，長方形，直角
三角形について知ること。ウ　箱の形をしたもの
について知ること。」また，単元名「三角形と四角
形」では，単元の目標は「（１）図形を構成する要
素に着目させ，三角形・四角形などを理解させる。
（２）平面図形は，直線で閉じられた形であること
を理解させる。」としている。第１学年では「C　
図形（1）身の回りにあるものの形についての観察
や構成などの活動を通して，図形についての理解の
基礎となる経験を豊かにする。」とあり，解説書に
よると，単元と児童の教育観における「単元につい
て」の説明では，「第１学年で児童たちは，具体物
を平面に写し取ったり，平面図形を組み合わせて形
を構成したり，また色板ならべを通して図形の移動
や形の構成・分解などの初歩的な理解が示されてい
る。この段階では，観察や具体的操作により，もの
の形を全体的・感覚的にとらえている。しかしま
だ，ものの形を図形として認めるまでには至ってい
ない。そこで，第２学年では，『ものの形を図形と
してとらえることができる』ということから本単元
が組まれている。『ものの形を図形としてとらえる
ことができる』とは，平面図形として三角形・四角
形・正方形・長方形・直角三角形を弁別できること
であり，それらの形は辺・頂点・直角などの要素か
ら構成されていることを理解することである。三角
形や四角形の概念は，それらの形を構成する構成要
素（辺・頂点）の数や構成要素の相等関係によって
決められる。したがって学習にあたっては，他の形
との対比のなかでどのような観点から三角形・四角
形が概念づけられ，弁別されるかを明らかにするこ
とが基本になってくる。三角形や四角形を対比して
ゆく中で，その構成要素に着目させ，要素の数は図
形によって決まっていることを理解させ構成要素の
特徴をつかみ，それを用いて定義を行う。以後は定
義をもとに根拠をもって図形を弁別できるようにさ
せる。」としている。
　第３学年では，「C　図形（1）図形についての観
察や構成などの活動を通して，図形を構成する要素
に着目し，図形について理解できるようにする。ア
　二等辺三角形，正三角形について知ること。イ　
角について知ること。ウ　円，球について知るこ
と。また，それらの中心，半径，直径について知る
こと。」という内容で，三角形の種類が示されてい
る。（第４学年は略）第５学年では「C　図形（1）
図形についての観察や構成などの活動を通して，平
面図形についての理解を深める。ア　多角形や正多
角形について知ること。イ　図形の合同について理
解すること。ウ　図形の性質を見いだし，それを用
いて図形を調べたり構成したりすること。エ　円周
率について理解すること。（2）図形についての観
察や構成などの活動を通して，立体図形について理
解できるようにする。（以下，略）」第６学年に至っ
ては「C　図形　（1）図形についての観察や構成な
どの活動を通して，平面図形についての理解を深め
る。ア　縮図や拡大図について理解すること。イ　
対称な図形について理解すること。」という内容か
ら，ここでいう三角形を焦点としていえば，大小の
三角図形の観察や構成と平面図形の在り方を理解す
ることを目標として示している。
　このように小学校の算数の学習では，三角形とい
う図形を一挙に指導するのではなく，発達に応じ
て，種類や計算など，６年間の中で，徐々に理解さ
せているものである。
　なお，算数の授業については，別府小学校の第５
学年授業を参観した（図35）。
５−３　三角形の及ぼす心理作用
　三角形は，多様な用途で使用される記号である。
○や×などの記号とともに使われることが多いほ
か，矢印に類似した表現の目的で使用されること
も多い。三角形は角度があり，その角は鋭敏に感
じ，角度にはエネルギーを感じとる。これをシュパ
ヌンクといい，正三角形では同じ角度であるため３
つの同じ方向性を感じる（図36）。また一辺を垂直
にむけると，同じ角度でも横向きにエネルギーを感
じる。その例として，エレベーターのドア開閉があ
る（図37）。二等辺三角形においては，一方向に強
く鋭敏さを感じられる。すなわち，角度が小さいも
のに方向性のエネルギーを感じることができる。ま
造形における三角形の在り方についての研究　－描画に見る三角形の始まりから街頭に見る三角形造形－
図35．小学校５年生算数の「図形」の授業風景
　　　　（福岡市別府小学校：筆者撮影2011）　　　
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た，図38のように，二等辺三角形が連続してあり，
その傾きによって，動感（ムーブメント）を招く。
このような三角形は，心理作用として記号に応用さ
れるものである。サンプルのなかで，駐車場の案内
板に多く使われていた（図３）。分類では（１）と
（２）で見られた。
５−４　記号・標識としての三角形の在り方
　正三角形は前述しているように三方向にエネル
ギーを感じるもので，この形は左右対称であり，点
対称でもある。これを山の形として見立てると，安
定感があり，静寂をもった，それこそ「山」であ
る。
　これを逆さに見ると，同じ対称形であるが，地に
着く１点の角度が不安定さをもたらす。別の感覚か
らいえば，飛び出してくるようなものにも見える。
これを応用したものが，例えば道路標識で，とくに
「注意の標識」に使用される。交通標識の一旦停止
「止まれ」（図39）では，飛び出すものがあるから
ということから，さらに赤を加えて危険の呼びかけ
のイメージである。また飛び出すというイメージに
は，あの著名な空を飛ぶ「スーパーマン」の胸のコ
スチューム（図40）がある。実際は五角形であり，
しかし，そのイメージは逆三角形である。
　また，中を塗りつぶした三角を黒三角（図41），
塗りつぶさない三角を白三角（図42）と別して表
現することがある。▽ ▼逆三角（図43・44）は頂
点を下部中央に持つ正三角形の記号で下向三角と
いう。二重の線で描かれた三角形（図45・13）は，
注意を促すものとして使用され，例えば，自動車の
非常点滅表示灯スイッチに使用（図47）され，そ
の逆三角では大型自動車の後部に注意を促すための
記号に使われる（図48）。また，注意や警告を表す
ために，三角形に「！」を入れたものもある（図
49）。分類では（３），（４），（７）に見られた。
５−５　三角形ではないが三角形に見える
　三角形造形の目に見えない三角形の美がある。分
類（７）直接的な三角形ではないが，三角形を意識
して表されている（意識／必然性）であるが，これ
は，いわゆる「構図」と呼ばれるものである。三角
形は古くから芸術として最も有効な要素とされ，だ
れでもがその美に賞賛する。例えば，我が国では喜
多川歌麿や葛飾北斎，歌川広重の描いた浮世絵の構
図である。ゴッホやモネなどのヨーロッパの画家，
後期印象派などに影響を与えている。
　図50は，歌川広重の「東海道五十三次内　庄野」
という作品である。この作品に三角形に見えるライ
ンを引くと，図51に示す記号Ａ〜Ｆのように７つ
の三角形を捉えることができる。そして，この絵は
不等辺三角形の集合されたもので，とくに角度の小
さい角に強い方向性を見ることができる。これらの
中　野　隆　二
図36．正三角形のシュパヌンク
図37．エレベーターの開閉ボタン
図38．二等辺三角形によるシュパヌンクと動感（ムーブメント）
図39．交通標識「止まれ」
図40．スーパーマンのコスチュウム
図41．黒三角 図42．白三角 図43．逆三角／下向き三角
図44．逆三角／下向き三角 図45．二重線 図46．同左
図47．非常点滅スイッチ
図48．バスの後部 図49．注意／警告
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三角形構図により，絵自体は静止しているにもかか
わらず，雨の中を人々が走り急ぐ姿を描いていると
いうことが分かる。
図50．広重「東海道五十三次内　庄野」
図51．図50の三角形の見える図
　図52は葛飾北斎の「甲州石斑沢」である。これ
は図53に示すように，二等辺三角形に近い，上向
の角が大きい三角形が，Ａ・Ｂとあり，何気なく重
なりあっている。その両横に直角三角が位置してい
る。険しい海の図にもかかわらず，ゆったりとした
感覚で図を見ることができる。そして，この三角形
図52．北斎「甲州石斑沢」
図53．図52の三角形の構図
は奥行きを見ることができる。さらに，ＣおよびＢ
の三角形の中の波とｂ２に示すように小さな三角形
が重なり合って見える。波の動きを表していること
が分かる。
　これは一例であるが，浮世絵のほとんどに，三角
形構図が見られた。
５−６　まとめ
　本稿は三角形の造形についてその在り方を調査し
て，造形表現するために必要欠くことのできないも
のという観点から文献，室内外，街頭に至って調査
をした。三角形の描画としての始まりは，幼児の２
〜３歳頃より，なぐりがきから図形を獲得していく
ことを手始めとして，実際に学習していくのは小学
校の算数からであった。三角形についてのサンプル
を集めたが，室内外，三角形あるいは三角形に見え
るものが至る所で見られた。このサンプルの三角形
について７通りの形態に分類してみたが，大変難し
い面もあり，今後の研究課題になる。今回，本研究
において得たことは，三角形という図形は，平面と
して一方向から見るものであるが，実際の現物の造
形は，いろいろなイメージや印象を与えていること
である。また，三角造形は幾何学ばかりでなく，点
や部分の線によってもイメージが湧き，そして自由
で，取り留めのない形を連想する。さらに三角の特
徴を生かし，隠しもって表現に加えることもでき
る。これは数学の計算ではなく，われわれの三角形
という図形を視覚的に受ける造形の中に，その印象
づけられたイメージや感覚から三角形が再度，構築
されるものだと考える。
　三角形を通して，この受ける感覚は，アートとし
て人が求める美であり，絶えることのない永久不滅
なものでもあるということが本研究の着眼点となっ
た。本論のねらいの根本はここにある。そして，こ
の美意識の一つに三角形が多く潜んでいることに間
造形における三角形の在り方についての研究　－描画に見る三角形の始まりから街頭に見る三角形造形－
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違いはないと考える。
おわりに
　今回の研究論述は，三角形造形の事始めである。
サンプル収集における写真はデジタルカメラを使用
したが，実際は2,000枚を超える量となった。研究
をまとめるにあたって，量が多すぎて，未整理の部
分や紹介しきれない写真画像もたくさんあり，造形
の理論も未到達でもある。まだ，筆者にとっても論
理性の行き届いていない事柄も多数ある。
　本研究により，単純な三角形でも奥深いものと痛
感した。継続として，三角形の立体的応用等につい
て研究・考察したいと考える。
　最後に，研究に助言・協力いただいた方々に感謝
いたします。
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